
　　◆第22回総会・懇親会案内◆
【と　き】	 2012年9月1日（土）
	 受付開始　10：00
	 定期総会　10：30～ 11：00
	 講　演　会　11：10～ 12：10
	 懇　親　会　12：30～ 15：00

【ところ】	 大阪マルビル・大阪第一ホテル
	 大阪市北区梅田1－9－20（☎06－6346－0007）
	 総会：6階「マーキス」　懇親会：同階「モナーク」

【会　費】	 会　員  7,000円　初参加会員  5,000円
	 ご家族  6,000円　学生会員  3,000円
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関
西
同
窓
会
の
第
22
回
総
会
は
９
月
１

日
（
土
）、
大
阪
梅
田
の
大
阪
マ
ル
ビ
ル
・

大
阪
第
一
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今

年
の
講
演
会
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
で

ア
ジ
ア
８
カ
国
に
現
地
法
人
を
持
つ
電
子

部
品
販
売
商
社
を
経
営
す
る
小
松
進
さ
ん

（
68
期
）
が
講
師
で
す
。

　
小
松
さ
ん
は
ア
ジ
ア
在
住
23
年
、
会
社

経
営
を
通
じ
て
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
ア

ジ
ア
各
国
の
事
情
に
精
通
し
て
い
ま
す
。

海
外
で
起
業
し
活
躍
す
る
小
松
さ
ん
の
経

験
を
「
平
成
の
和
僑
、
華
僑
の
知
恵
と
力

に
支
え
ら
れ
ア
ジ
ア
で
活
躍
」
と
題
し
て

講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　
産
業
の
空
洞
化
に
悩
ま
さ
れ
て
活
力
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
代
日
本
。
今
後
、
ア

ジ
ア
各
国
と
ど
の
よ
う
に
係
わ
っ
て
行
っ

た
ら
い
い
の
か
。
小
松
さ
ん
の
講
演
は
日

本
の
将
来
に
つ
い
て
も
ヒ
ン
ト
を
与
え
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。
多
数
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

ア
ジ
ア
在
住
23
年

小
松
進
さ
ん（
68
期
）が
講
演

9月1日（土） 関西同窓会総会・懇親会

《講演会》	「平成の和僑　華僑の知恵と
	 　　　　　　力に支えられアジアで活躍」
《講　師》	 GSKエレクトロニクス㈱社長

　　　　小松　進 さん（68期）
講師のプロフィール
昭和26年生まれ、上田市出身
昭和49年3月　信州大学工学部卒業
昭和49年4月　富士電機㈱入社、6月名古屋支店営業所配属
平成2年10月　富士電機シンガポール㈱取締役として転勤。
平成7年3月　富士電機㈱を退社し、GSKエレクトロニクス㈱を設立し
電子部品販売会社を起業。
平成24年4月現在、アジア8ケ国（シンガポール・マレーシア・インド
ネシア・タイ・ベトナム・中国・香港・日本）の8拠点に現地法人
を設立。従業員80名、年商45億円

成長著しいアジアに賭けた私の決断
　私は44歳の時、勤めていた富士電気シンガポール㈱を退社し

独立、起業しました。きっかけはシンガポールに駐在して５年

目に会社から国内へ転勤の打診があったためです。日本へ帰る

か、成長著しいシンガポールに留まるか、岐路に立たされた私は、

失敗するリスクが大きいにも関わらず、シンガポールで起業す

る道を選びました。

　それから17年、おかげさまで事業は成功裏に拡張し、アジア

８ケ国（シンガポール・マレーシア・インドネシア・タイ・ベト

ナム・中国・香港・日本）の８拠点に現地法人をもつ電子部品販

売商社に成長しました。

　会社発展の要因を考えると、アジア地域が世界の工場として

発展を遂げる流れを読んで、各地に営業拠点を設けたことです。

拠点を設けるにあたって、未経験の若い人材を採用し仕事を任

せました。彼らは商売上手な華僑の血を引く人材で、会社の発

展に大きく寄与してくれました。

各国のお国柄を尊重する経営
　アジア各国にはそれぞれのお国柄があります。各支店は従業

員の国民性に配慮しながら独立性を認めて経営しています。

　アジア在住23年、華僑ならぬ和僑となった私が、関西同窓会

のみなさまにこれまでの体験と、アジア特に将来性いちじるし

い東南アジア各国のお国柄と国民性、その歴史・現在・将来展

望をお話させていただきます 。

これまでの体験とアジアの現状・将来展望をお話します講師のメッセージ
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東
日
本
大
震
災
と
原
発
事

故
、
円
高
、
ユ
ー
ロ
危
機
等
で
、

日
本
は
デ
フ
レ
不
況
か
ら
抜

け
出
せ
な
い
。
受
験
生
の
父

母
の
経
済
状
況
も
、
好
転
す

る
気
配
は
な
い
。
２
０
１
２

年
入
試
は
、
こ
の
よ
う
な
状

態
の
中
で
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
こ
の
よ
う
な
経
済
・

社
会
状
況
か
ら
、「
安
い
・
近

い
・
中
位
」
志
向
が
強
ま
っ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
、
出

題
方
法
の
変
更
、
理
科
・
地

歴
公
民
の
実
施
方
法
変
更
、

大
学
の
第
一
解
答
科
目
指
定

等
に
よ
り
混
乱
が
生
じ
、
全

国
的
に
は
受
験
生
が
振
り
回

さ
れ
た
。
本
校
現
役
生
の
セ

ン
タ
ー
試
験
会
場
は
地
元
・

上
田
市
内
の
長
野
大
学
で

あ
っ
た
が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
は
ひ
と
つ
も
な
く
落
ち
着

い
て
受
験
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
セ
ン
タ
ー
試
験
の
平
均
点

の
上
昇
に
よ
り
、
一
般
的
に

は
極
端
な
強
気
志
向
は
見
ら

れ
ず
、
手
堅
い
出
願
が
目
立
っ

た
。
本
校
で
も
同
様
な
傾
向

が
見
ら
れ
た
。

　
国
公
立
大
学
の
現
役
合
格

者
数
は
、
１
３
３
名（
延
べ
人

数
）で
、
長
野
高
校
の
１
４
３

名
と
、
さ
ほ
ど
差
が
な
い
健

闘
ぶ
り
だ
っ
た
。

　
２
０
１
２
年
入
試
の
結
果

は
、
旧
帝
国
大
学
合
格
者
22

名（
う
ち
現
役
11
名
）、
国
公

立
医
学
部
医
学
科
11
名（
４

名
）、
信
州
大
学
48
名（
36
名
）

な
ど
、
国
公
立
全
体
で
は

２
２
９
名（
１
３
３
名
）が
合

格
し
、
私
立
大
学
で
は
早
稲

田
大
学
22
名（
５
名
）、
慶
應

義
塾
大
学
８
名（
２
名
）、
私

立
医
学
部
医
学
科
７
名
な
ど
。

中
で
も
地
元
の
信
大
は
本
校

が
全
国
ト
ッ
プ
の
合
格
者
を

出
し
た
。

　
４
月
29
日
付
「
サ
ン
デ
ー

毎
日
」
の
特
集
「
国
公
立
大

学
医
学
部
に
強
い
高
校
地
域

別
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、「
甲

信
越
地
区
」
で
本
校
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
５
月
19
日
付
「
週

刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
の
特
集

「
大
学
合
格
力
」
で
、
長
野

県
内
で
は
２
番
に
ラ
ン
キ
ン

グ
さ
れ
て
い
る
。

　
同
窓
会
の
皆
様
に
は
「
社

会
講
座
」、「
卒
業
生
に
よ
る

進
路
講
演
会
」
等
の
行
事
を

は
じ
め
、
物
心
両
面
に
お
い

て
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
お
り
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
度
末
の
異
動
に
よ
り
赴

任
い
た
し
ま
し
た
全
日
制
教

頭
の
宮
坂
と
申
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
入
学
式
が
終
わ
っ
て
対
面

式
の
時
の
こ
と
。
ダ
ン
ス
あ

り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
あ
り

で
現
代
っ
子
と
は
こ
う
い
う

も
の
か
と
同
窓
で
あ
る
私
も

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
生
徒
会
中
心
の
自
主
的

な
企
画
運
営
は
さ
す
が
上
田

高
校
生
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
日
常
は
真
剣
に
教
師
の
話

を
聞
き
、
高
い
目
標
を
持
っ

て
意
欲
的
に
学
び
生
き
生
き

と
活
動
す
る
姿
は
、
当
時
と

変
わ
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　台
湾
の
高
校
生
と
交
流

　
五
月
中
旬
、
台
湾
の
苗
栗

高
級
中
学（
日
本
の
高
校
に
あ

た
る
）
の
み
な
さ
ん
と
交
流

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

同
校
は
本
校
の
Ｏ
Ｂ（
明
治
43

年
卒
業
）が
初
代
校
長
を
務
め

た
学
校
で
す
。
そ
の
こ
と
が

縁
で
３
年
前
に
初
め
て
来
校

し
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
東
日
本
大
震
災
の

影
響
が
あ
っ
て
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
副
校
長

先
生
を
団
長
に
22
名
の
皆
さ

ん
が
来
校
さ
れ
ま
し
た
。

　
体
育
館
に
お
い
て
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
室
内
楽

信
大
合
格
者
数
は
全
国
ト
�
プ

 

進
路
指
導
主
事
　
小
岩
井  
秀
樹

　
前
回
は
エ
ン
ジ
ュ
の
樹
に
つ

い
て
特
別
に
書
か
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
校
地
東
北
隅
の
エ
ン
ジ
ュ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
３
月

に
約
１
週
間
ほ
ど
か
け
て
、
危

な
い
枝
を
払
い
、
腐
れ
の
入
ら

な
い
よ
う
幹
を
補
修
し
、
根
の

周
り
も
貝
殻
を
入
れ
て
手
当
て

い
た
し
ま
し
た
。

　
ワ
イ
ヤ
ー
も
数
本
掛
け
て
あ

り
ま
す
の
で
、
多
少
の
強
風
に

は
び
く
と
も
し
な
い
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。
業
者
の
樹
木

医
の
方
に
は
、
老
齢
な
の
で
十

年
ぐ
ら
い
か
け
て
し
っ
か
り
養

生
し
て
ほ
し
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
上
田
高

校
の
歴
史
的
遺
産
に
つ
い
て
後

世
に
残
せ
る
と
と
も
に
、
倒
潰

の
危
険
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
に
は
、
57
期
の
方
々
が

上
田
高
校
の
校
地
の
由
来
を
、

学
校
東
南
の
敷
地
内
に
あ
る
ミ

ニ
パ
ー
ク
に
石
碑
と
し
て
立
て

て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
中

に
、
真
田
信
之
公
以
降
藩
主
屋

敷
と
し
て
使
用
さ
れ
た
旨
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
真
田
信
之
公

と
い
う
名
前
が
は
っ
き
り
入
る

の
は
、
上
田
高
校
の
周
囲
の
案

内
板
等
で
は
初
め
て
で
す
。

　
こ
れ
は
上
田
市
な
ど
と
も
相

談
し
た
結
果
で
す
が
、
学
校
と

し
て
も
合
わ
せ
て
生
徒
手
帳
の

記
述
を
、
こ
れ
と
整
合
の
取
れ

る
も
の
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ

れ
以
前
の
生
徒
手
帳
は
、
真
田

昌
幸
公
の
館
と
し
て
建
て
ら
れ

た
と
い
う
記
述
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。
度
々
外
部
の
方
か
ら

も
そ
の
適
否
に
つ
い
て
ご
指
摘

を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う

も
昌
幸
公
の
館
と
い
う
説
を
積

極
的
に
裏
づ
け
る
根
拠
に
乏
し

い
よ
う
で
す
の
で
、
記
述
を
改

め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
昌

幸
公
で
も
信
之
公
で
も
、
真
田

氏
の
土
地
を
真
田
氏
の
も
の
と

し
て
守
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に

変
わ
り
が
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い

で
す
し
、
地
方
の
小
勢
力
で
あ

ろ
う
と
も
、
決
し
て
中
央
の
も

の
、
権
威
あ
る
も
の
に
、
そ
れ

だ
け
で
負
け
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
心
意
気
こ
そ
上
田
高
校

生
の
も
つ
べ
き
心
意
気
だ
と
い

う
こ
と
は
校
歌
に
も
歌
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
の
で
、
本
校
の

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
生
徒
諸
君

も
、
ま
す
ま
す
自
信
を
深
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

歴
史
の
重
み
を

 
 
改
め
て
感
じ
ま
す

 

学
校
長
　
小
林
　
一
雄

入
学
体
面
式
の

  

パ
フ
�
�
マ
ン
ス
に
び
�
く
り

�
上
田
高
校
に
赴
任
し
て
�

 

全
日
制
教
頭
　
宮
坂
　
栄
治
　

信
大
合
格
者
数
は
全
国
ト
�
プ

 

進
路
指
導
主
事
　
小
岩
井  
秀
樹
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班
に
よ
る
演
奏
、
そ
し
て
苗

栗
高
級
中
学
の
皆
さ
ん
の
出

し
物
も
あ
り
ま
し
た
。
驚
い

た
の
は
本
校
校
歌
を
大
き
な

声
で
し
っ
か
り
と
斉
唱
し
て

く
れ
た
こ
と
で
し
た
。
こ
の

日
の
た
め
に
授
業
が
終
わ
っ

た
あ
と
毎
日
練
習
を
し
て
き

た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
本
校
生
と
班
を

作
っ
て
校
内
見
学
を
し
た
あ

と
、
上
田
市
内
を
散
策
し
上

田
城
に
集
合
し
ま
し
た
。
時

間
が
足
り
な
く
な
る
程
で
し

た
が
、
台
湾
の
生
徒
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
、
参
加
し
た
生
徒

た
ち
に
も
た
い
へ
ん
良
い
思

い
出
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

百
年
を
思
う
も
の
は

 

人
を
育
て
よ
 

　「
百
年
を
思
う
も
の
は
人
を

育
て
よ
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
本
校
創
立
百
十
有

余
年
の
伝
統
の
重
み
を
感
じ

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
発
展

の
礎
を
更
に
強
固
に
し
て
い

く
た
め
に
、
職
員
と
と
も
に

歩
ん
で
い
こ
う
と
覚
悟
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

大　学　名 12年 11年 10年 大　学　名 12年 11年 10年 大　学　名 12年 11年 10年 大　学　名 12年 11年 10年
国立大学 公立大学 桜美林 3 1 日本女子 3 3 3
帯広畜産 1 宮城 1 学習院 5 1 2 日本女子体育 1
北見工業 1 茨城県立医療 2 1 北里 18 7 7 法政 26 24 25
北海道 1 2 国際教養 共立女子 3 2 2 星薬科 2 3
北海道教育 1 1 群馬県立女子 2 杏林 5 6 2 武蔵 1 8 2
東北 13 8 6 高崎経済 9 13 10 国立音楽 3 武蔵野 9 2
秋田 2 前橋工科 2 慶應義塾 8 12 21 武蔵野音楽 2 1
山形 1 1 4 埼玉県立 3 1 2 工学院 1 2 2 武蔵野美術 2 2
茨城 3 4 3 千葉県立保健医療 1 國學院 3 3 4 明治 28 35 31
筑波 5 3 5 首都大学東京 8 10 9 国際基督教 2 2 明治学院 17 17 6
宇都宮 1 1 1 神奈川県立保健福祉 1 駒澤 6 8 7 明治薬科 2 5
群馬 7 2 7 横浜市立 1 3 3 実践女子 3 2 明星 2 4
埼玉 13 9 10 新潟県立 1 2 芝浦工業 16 16 14 立教 12 22 10
千葉 12 10 9 富山県立 2 順天堂 1 3 3 早稲田 22 24 24
お茶の水女子 3 1 1 石川県立 1 上智 2 9 1 麻布 2 1
電気通信 4 2 2 福井県立 2 1 昭和 1 3 2 神奈川 1 2 7
東京 4 5 都留文科 2 2 1 昭和女子 3 4 関東学院 1 1 1
東京医科歯科 3 山梨県立 1 1 昭和薬科 2 1 2 昭和音楽 1
東京海洋 1 3 1 長野県看護 1 女子美術 1 1 2 フェリス女学院 1 1
東京外国語 1 3 岐阜薬科 1 1 成蹊 5 7 3 横浜薬科 1 2
東京学芸 7 11 5 静岡県立 1 2 成城 2 8 4 新潟医療福祉 2 4
東京工業 2 1 愛知県立 1 専修 17 15 13 新潟薬科 1
東京農工 2 1 愛知県立芸術 1 創価 1 7 4 金沢医科 1
一橋 1 1 名古屋市立 1 大東文化 2 5 金沢工業 2
横浜国立 6 7 5 滋賀県立 1 玉川 2 3 北陸 1 1 2
上越教育 1 1 京都府立 2 1 多摩美術 3 佐久 2 2 2
新潟 6 7 9 大阪府立 1 2 中央 28 50 31 諏訪東京理科 2 1
富山 12 4 7 神戸市外国語 1 津田塾 2 2 3 長野 1 1
金沢 9 10 12 奈良県立 2 帝京 6 5 3 松本歯科 1 1
福井 1 1 奈良県立医科 1 東海 3 8 3 岐阜医療科学 1 2
山梨 4 3 3 公立大学計 39 43 36 東京医科 1 岐阜聖徳学園 1
信州 48 48 35 私立大学 東京医療保健 1 1 愛知医科 1 1
静岡 8 4 5 酪農学園 2 東京音楽 2 愛知 1 1
浜松医科 1 岩手医科 2 東京家政 1 1 2 中京 2
名古屋 1 5 4 東北薬科 1 1 東京経済 4 1 3 名古屋外国語 2 1
名古屋工業 1 国際医療福祉 5 4 7 東京工芸 2 2 藤田保健衛生 1
三重 1 自治医科 2 1 東京慈恵会医大 1 1 京都外国語 2
滋賀 1 獨協医科 2 2 東京歯科 1 1 京都産業 2
京都 2 2 群馬パース 2 東京女子 2 6 6 京都女子 2 5
大阪 2 3 1 高崎健康福祉 5 1 1 東京女子医科 1 同志社 5 3 3
大阪教育 1 埼玉医科 1 3 東京造形 1 1 同志社女子 1 3 1
神戸 2 1 埼玉工業 2 東京電機 3 5 2 立命館 28 27 10
奈良女子 1 城西 1 2 3 東京都市 3 1 龍谷 2 2
岡山 1 女子栄養 2 1 1 東京農業 3 4 3 関西 7 3 1
広島 1 1 獨協 5 11 8 東京薬科 6 2 3 近畿 2 1
九州 1 文教 5 3 8 東京理科 28 31 15 関西学院 4 1
福岡教育 1 神田外国語 1 3 1 東邦 4 5 4 福岡 1 1 1
熊本 1 帝京平成 1 1 東洋 17 7 7 その他 13 11 19
琉球 1 青山学院 14 18 11 日本 21 19 26 私立大学計 518 531 457
国立大学計 190 167 147 亜細亜 3 日本医科 1

大妻女子 2 1 2 日本社会事業 3

苗栗高級中学の皆さん



　現在、 「生命の起源」に関する主流の考えは、遺伝子（DNA）

とタンパク質の間に見られる「ニワトリと卵」の問題（図２）

（DNAがないとタンパク質ができないし、タンパク質の触媒作

用（酵素）がないとDNAの機能を発揮できない）を解決するため

に提唱された、「生命はRNA の自己複製により形成されたRNA 

ワールドから生まれた」とのRNA ワールド仮説（図3）である。

　しかし、RNA はもちろんのこと、RNA 合成の材料である

ヌクレオチドを非酵素的（タンパク質無し）に簡単な無機化合

物から合成することができない（少なくとも極めて困難）し、

RNA が自己複製することも極めて困難であること。さらに、

自己複製した RNA が遺伝情報を持つことも不可能であるこ

となど、RNA ワールド仮説には大きな欠点がいくつもあるこ

とが分かってきた。

私の生命起源説
　それに対して、私は20種類のアミノ酸で構成されるタンパ

ク質の持つ６つの性質（疎水性/親水性度、α-へリックス、β

-シート、ターン/コイル形成能、酸性アミノ酸含量、塩基性

アミノ酸含量）をもとに、全く新たな遺伝子が生まれる場を

調べた。その結果、二重らせんDNA内の相補的塩基対であ

る GC対、AT対のうち、「GC対を多く使用する遺伝子のタン

パク質をコードする反対側の鎖（アンチセンス鎖）上のコドン

（塩基３つで１つのアミノ酸を指令）配列から全く新規な遺伝

子が生み出される」とのGC-NSF（a） 新規遺伝子生成仮説に

思い当った。

　続いて、「遺伝暗号は、20種類のアミノ酸の中で、構造が比

較的簡単な4つのアミノ酸（グリシン（Gly） [G]、アラニン（Ala） 

[A]、アスパラギン酸 （Asp） [D]、バリン（Val） [V]）をコードす

るGNC（塩基３つで１つのアミノ酸を指令、 NはA、 U、 G、C、

のいずれか）から始まり、SNS を経て（SはGまたはC）現在の

普遍遺伝暗号へと至った」というGNC-SNS原始遺伝暗号仮説

に、そして、「タンパク質の構造形成条件を満足する特別なア

ミノ酸組成の中ならアミノ酸をランダムに結合させても水溶

性で球状のタンパク質を形成できる」というタンパク質の0次

構造仮説に思い至った。これらのことから、「擬似複製された

タンパク質の触媒作用（酵素）によりオリゴヌクレオチドが合

成され、対応するアミノ酸との特異的結合によりGNC原初遺

伝暗号が確立された。続いて、隣り合うGNCが連結されるこ

とで原始RNA遺伝子が形成され（図4）、最終的にDNAに変わっ

た」とする、生命は４つのアミノ酸を使って出来た [GADV] -

タンパク質ワールドから生まれたとの GADV仮説に思い当っ

たのです（図5）。

（図4） 原始RNAの形成

（図5） [GADV]-タンパク質 ワールド仮説（GADV仮説）

GADV 仮説の特長
　[GADV]-アミノ酸は容易に原始地球上で合成できる。

[GADV]-アミノ酸を繰り返し蒸発乾涸すると[GADV]-ペプチド

が生成する、しかも、得られたペプチドやその会合体には触媒

活性がある。さらに、遺伝子とタンパク質の間に見られる「ニ

ワトリと卵」の関係については、遺伝子発現の流れを下流から

上流に向かって遡るように形成された（化学進化の順と一致）と

考えて説明することができるなど、GADV 仮説には、生命の起

源にとっていくつもの好都合な特長のあることも確認できた。

GADV仮説から見た生きる意味
　最後に、生命の起源に関するGADV仮説から見て、「生きる

意味はあるのか」について以下に私の考えを書き述べる。

１．生命の誕生に至る過程について考えると、原始地球上に 

[GADV]-アミノ酸が存在したこと。アミノ酸とオリゴヌクレ

オチドの間の特異的結合を通じて、最初のGNC原初遺伝暗

号を確立できたこと。続いて、最初の遺伝子が形成できた

こと、生命の誕生に至る経路が存在したことなど極めて幸

運なことの結果として、生命はこの地球上に生まれること

ができたのである。

２．また、生命の誕生後、現在に至るまですべての人は奇跡

的な幸運に恵まれ、この地球に生まれることができた。

３．しかも、私達は色々なことを理解できる科学の発達した

時代に生まれることができた。

４．しかし、残念ながら私たちを含むすべての地球上の生命

はいずれ死を迎える。

　以上のようなことを考えると、私は（結論としてはありふれ

たものでしかないが）、

１．人生の結果を求めることなく、 死ぬまで堂々と生きること。

２．今、生きている宇宙や地球、生命などをより良く理解す

るためにできるだけのことを学ぶこと。

が重要であり、「生きる意味」なのだと思っている。

　京都の下宿で語り合った友人の一人は胃ガンで 10年前に 57

歳の若さで亡くなった。その友は、死ぬ直前右手をあげて別れ

の気持ちを表したという。私も堂々と生き、その時が来れば堂々

と死にたいと考えている。

（放送大学奈良学習センター所長、国際高等研究所フェロー、

奈良女子大学名誉教授）

参考図書： 「GADV仮説 －生命起源を問い直す－」 京都大学

学術出版会、 池原健二著（2006）
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私の研究経歴
　私はエンジニアになるため京大の工学部工業化学科に入学

し下宿生活を始めた。その下宿で、高校時代の友人たちとよ

くビールを飲みながら人生や社会について語り合った。その

中で、可能なら将来、自然科学の立場から「生きる意味」を

考えながら研究ができたら、との漠然とした夢と希望を持っ

た。その思いが私の後の研究生活を支える基礎となり、50年

近く経った現在も失われてはいない。

　そのため、卒業研究を行う場として「生物物理」を目指ざ

す若い先生のいる研究室を選んだ。そこでの、回転粘度計の

作成とコラーゲンの粘度測定というテーマから私の研究生活

が始まった。その後、運よく機会ある毎に繊維状ファージ fd 

の再構成に関する研究、細菌をモデルとする細胞分化機構の

研究へと、より生命の本質に迫れる研究へと進むことができ

た。そして、教授として研究室を持てる段階になった時、私

自身の研究テーマとして遺伝子、遺伝暗号、タンパク質及び

生命の起源に関する研究を行うことができたのです。

生命の起源研究について
　私達の体は約60兆個の細胞で出来ており、その細胞の中に

親から受け継いだDNA（デオキシリボ核酸）が存在している。

DNAの基本単位はヌクレオチドであり、リン酸、糖、４種類の

塩基（グアニン（G）、シトシン（C）、アデニン（A）、チミン（T））

から成り立っている。水素結合に

よる相補的塩基対（GC、AT）の形

成を通じて、DNAは二重らせん

構造をとっており（図１（a）と（b））、

DNAの二重らせんは、G-CとC-G 

（GC対）、A-TとT-A （AT対） の４

種類の組合せでできている。遺伝

情報を持つ遺伝子（DNA）を鋳型

にして、情報がRNA（一本鎖のリ

ボ核酸）に転写され、アミノ酸からなるタンパク質に翻訳され

て生命活動が営まれている。すべての生物がこのような仕組み

を持つことからも、あらゆる生物の「生命の起源」は同じであ

り、生物進化により現在に至っていると言われている。

（図1（b））相補的塩基対形成

（図2） 生命の起源における「ニワトリと卵」の関係

（図3） RNAワールド仮説
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第5回
文化サロン

3月3日（土）

生命の起源を熱く語る
　第 5回文化サロンは 3月 3日（土）、大阪市天王寺区の「ホテルアウィー
ナ大阪」で、23名が参加して開催されました。テーマは「こうして生命は
生まれた（GADV仮説）－生まれる意味はあるか？」。講師は放送大学奈良
学習センター所長の池原健二先生。

　12時からの会食、続いて参加者の自己紹介の後、池原先生は生命の起源について、これまでの説
を紹介しながらその問題点を指摘し、ご自身が考えだした仮説について熱く語られました。続いて、
参加者から多方面にわたる質問が出て、時間を忘れる討議が行われました。

こうして生命が生まれた（GADV仮説）！

─ 生まれる意味はあるか？─
 放送大学奈良学習センター所長　池原　健二

お話をされる池原先生

（図1（a））DNAの立体構造
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５
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日
に
阿
部
百
合
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先

生
宅
に
て
，
池
原
先
生
の
文
化

サ
ロ
ン
の
講
演
内
容
を
よ
り
深

く
理
解
す
る
た
め
に
行
わ
れ

た
「
分
子
生
物
化
学
の
基
礎
学

習
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
阿

部
先
生
は
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ペ
ー
ジ
に
亘
る
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っ
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さ
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ま
し
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も
ミ
ト
コ
ン
ド
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い
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の
お
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は
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前
か
ら
関

心
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あ
っ
た
の
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深
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ま
し
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生
物
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細
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に
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中
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肪
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し
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ネ
ル
ギ
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そ
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す
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私
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毎
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ミ
ト

コ
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今
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よ
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し
く
」
と
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５
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過

ぎ
に
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。
体
調
に
合
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こ
の
と
こ
ろ
天
災
・
人
災
で

「
死
」
を
迎
え
る
方
が
多
い
。

い
ず
れ
も
不
慮
の
災
難
が
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因

で
、「
明
日
は
我
が
身
」
と
思

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
過
日
受
講

し
た
「
分
子
生
物
学
」
の
権
威

で
、
生
命
の
起
源
に
つ
い
て
新

説
を
提
唱
さ
れ
て
い
る
元
奈
良

女
子
大
の
池
原
健
二
先
生
は
、

生
き
る
意
味
と
し
て
「
奇
跡
的

に
生
ま
れ
た
こ
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命
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し
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来
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一
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曹
洞
宗
の
修
証
義
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は
「
人

の
喜
び
を
我
が
喜
び
と
し
、
人

の
苦
し
み
を
我
が
こ
と
と
し
て

あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
救
済
す
る

心
」
と
あ
る
。
ま
た
天
台
宗
で

も
「
忘
己
利
他（
己
を
忘
れ
て

他
を
利
す
る
）は
、
慈
悲
の
究

極
な
り
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と
教
え
て
い
る
。

　
哲
学
者
の
山
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邦
男
先
生

は
、
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Ｈ
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「
心
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時
代
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生

き
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意
味
〜
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で
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と
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。
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す
が
、
Ｆ
Ｂ
は
現
実
の
人
と
人
を

結
び
つ
け
る
ツ
ー
ル
で
す
。
そ

の
た
め
現
実
世
界
の
ル
ー
ル
と

社
会
生
活
の
マ
ナ
ー
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
の
で

む
し
ろ
安
全
で
す
。

個
人
情
報
漏
え
い
が
心
配

　
Ｆ
Ｂ
で
は
情
報
の
公
開
範
囲

（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
設
定
）を
自
分

で
管
理
で
き
ま
す
。
デ
フ
ォ
ル

ト
で
は
自
分
が
選
ん
だ
「
友
達
」

に
し
か
公
開
さ
れ
ま
せ
ん
。
信

頼
で
き
る
人
の
み
を
「
友
達
」

登
録
し
ま
し
ょ
う
。
と
き
ど
き

友
達
が
何
百
人
も
い
る
人
も
見

か
け
ま
す
が
、
漏
え
い
の
リ
ス

ク
を
犯
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
住
所
や
携
帯
番
号
な

ど
も
登
録
で
き
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
登
録
し
な
い
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

ス
パ
ム
が
心
配

　
ス
パ
ム
と
は
大
量
の
広
告

メ
ー
ル
な
ど
を
一
方
的
に
送
り

付
け
て
く
る
こ
と
を
言
い
ま
す

が
、
Ｆ
Ｂ
は
実
名
登
録
が
原
則

で
あ
り
、
正
体
を
隠
し
て
大
量

に
ス
パ
ム
を
発
信
す
る
こ
と
は

（
原
則
と
し
て
）
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
最
近
は
Ｆ
Ｂ
上
で
い

ろ
い
ろ
な
ア
プ
リ（
使
用
ソ
フ

ト
）が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
ア
プ
リ
が

ス
パ
ム
の
よ
う
に
振
舞
う
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。
ア
プ
リ
の

利
用
に
は
必
ず
ユ
ー
ザ
の
同
意

が
必
要
で
す
が
、
よ
く
考
え
ず

に
Ｏ
Ｋ
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
慎
重
に
選
択
す
る
方
が

良
い
で
し
ょ
う
。

ア
カ
ウ
ン
ト
を
乗
っ
取
ら
れ

な
い
か
心
配

　
私
の
知
っ
て
い
る
人
で
実
際

に
乗
っ
取
ら
れ
た
人
が
い
ま
し

た
。
ア
カ
ウ
ン
ト
を
守
る
の
は

パ
ス
ワ
ー
ド
で
す
。
安
易
な
パ

ス
ワ
ー
ド
は
絶
対
に
つ
け
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
Ｆ

Ｂ
に
限
ら
ず
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利

用
す
べ
て
に
お
い
て
共
通
す
る

注
意
点
で
す
。

使
い
方
が
わ
か
ら
な
い

　
ま
ず
は
自
分
で
調
べ
ま
し
ょ

う
。
不
親
切
な
よ
う
で
す
が
、

自
分
で
調
べ
る
意
識
を
持
つ
こ

と
が
自
分
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

守
る
最
も
良
い
方
法
だ
か
ら
で

す
。

　
Ｆ
Ｂ
に
つ
い
て
は
た
く
さ
ん

の
情
報
が
あ
り
ま
す
。
Ｆ
Ｂ
自

身
も
よ
い
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
を

提
供
し
て
い
ま
す
し
、
入
門
書

も
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。
よ

く
知
っ
て
い
る
人
に
尋
ね
て
も

い
い
で
し
ょ
う
。
上
手
に
使
え

ば
Ｆ
Ｂ
は
非
常
に
便
利
で
有
用

な
ツ
ー
ル
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

不
安
の
あ
る
方
は
登
録
不
要

　
そ
れ
で
も
や
は
り
Ｆ
Ｂ
の
利

用
に
は
抵
抗
が
あ
る
、
あ
る
い

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
使
い

た
く
な
い
、
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
Ｆ
Ｂ
ペ
ー

ジ
を
見
る
た
め
だ
け
で
し
た
ら
、

Ｆ
Ｂ
へ
の
登
録
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
登
録
し
て
も
し
な
く
て

も
同
じ
情
報
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ど
う
し
て
も
Ｆ
Ｂ
に
登
録
し

た
く
な
い
方
は
、
そ
れ
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
登
録
な
し
で
関
西

同
窓
会
の
ペ
ー
ジ
は
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

 

（
土
屋
　
俊
夫
）

フェイスブックって大丈夫？フェイスブックって大丈夫？フェイスブックって大丈夫？



竹
内
俊
隆
さ
ん（
68
期
）が

 ﹃
政
策
研
究
の
た
め
の

�

ゲ
�
ム
の
理
論
﹄
を
出
版

　今年の文化交流会はNHK大河ドラマ「平清盛」にちなみ
10月13日（土）、清盛の神戸ゆかりの地を訪れ散策します。
　神戸といえば瀬戸内海という天然の運河に面した良港。
神戸の歴史は一方で港としての発展の歴史でもあります。
古くは、「大

おおわだのとまり

輪田泊」として始まり、そして「兵
ひょうごのつ

庫津」、現代の「神戸港」へとつながっています。
　その大輪田泊に港湾施設を整備して日宋貿易を展開したのが清盛です。清盛はまた、近接する山麓
の地に大輪田泊を見下ろすように福原京の造営を計画しました。今回の文化交流会は、この大輪田泊
と福原京跡を訪れます。

午前は歴史クルーズ船「浪漫号」に乗船
　まずJR神戸駅に集合後、徒歩15分の神戸港中突堤ターミナルから歴史クルーズ船「浪漫号」に乗
船し、神戸港を遊覧します。六甲の山並みと神戸の高層ビルを楽しみながら大輪田泊にほど近い兵庫
運河で一度下船、清盛が出家したとされる能福寺や清盛塚を散策、また大河ドラマに合わせて建設さ
れた清盛歴史館などを見学します。帰りは同運河で再乗船し造船エリアなどを見ながら再び中突堤に
帰港します。この間、全行程にガイドが同行します。
　午後は中華街のレストランで昼食後、タクシーに分乗し福原京跡を訪れます。ここでは、福原遷都
のとき安徳天皇の行

あんぐう

宮となった荒田八幡宮、そのほか祇園神社、雪見御所跡、熊野神社などの遺跡を、
ボランティアガイドの案内で散策します。	秋の一日を歴史クルーズ＆ウォーク～でお楽しみください。
　参加申し込みは同封の案内チラシの参加申込書によりお申込みください。

【日　　時】	 平成24年10月13日（土）

【集合場所】	 JR神戸線「神戸駅」中央改札口前　9時30分

【会　　費】	 6,000円

【行　　程】	 午前：歴史クルーズ船浪漫号に乗船し、大輪田泊散策
	 　　　　（清盛塚、真光寺、能福寺、清盛歴史館）約2㎞。
	 昼食・懇親会：神戸・南京町の広東料理レストラン「鹿鳴荘」にて
	 午後：福原京跡散策（荒田八幡宮、祇園神社、雪見御所跡、熊野神社など）約3㎞。

【解散場所】	 ＪＲ神戸駅　17時頃

【参加申込】	 同封チラシの申込書で9月15日（土）までにお申込みください。

　
母
校
の
社
会
講
座
の
講
師

で
お
な
じ
み
の
大
阪
大
学
大

学
院
教
授
・
竹
内
俊
隆
さ
ん

（
68
期
）が
『
政
策
研
究
の
た
め

の
ゲ
ー
ム
の
理
論
』
を
出
版
し

た
。
国
際
関
係
論
が
専
門
の
竹

内
さ
ん
は
、
国
と
国
の
関
係
を

ゲ
ー
ム
に
な
ぞ
ら
え
る
と
分

か
り
や
す
い
と
説
く
。

　「
例
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
日

本
人
は
『
話
し
合
え
ば
わ
か

る
。
解
決
す
る
』
と
よ
く
言

い
ま
す
が
、
本
当
で
し
ょ
う

か
。
話
し
合
い
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。
話
し
合
い
を
交
渉
と

解
釈
す
れ
ば
、
交
渉
の
構
造

を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ゲ
ー

ム
の
理
論
に
は
交
渉
ゲ
ー
ム

と
い
う
分
野
が
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
公
平
・
公
正
の
基
準

に
基
づ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

解（
解
決
策
）が
提
案
さ
れ
て

い
ま
す
」
と
ゲ
ー
ム
の
理
論

を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
現
実

的
な
解
決
策
が
見
え
て
く
る

と
指
摘
す
る
。

　
ゲ
ー
ム
の
理
論
を
国
際
関

係
や
公
共
政
策
な
ど
に
応
用

し
て
、
問
題
解
決
の
有
効
な

ツ
ー
ル
と
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
の
が
本
書
で
あ
る
。
囚
人
の

ジ
レ
ン
マ
、
チ
キ
ン
ゲ
ー
ム
な

ど
、
具
体
的
な
ゲ
ー
ム
を
説
明

し
な
が
ら
、
公
共
政
策
な
ど
へ

の
応
用
例
を
提
案
す
る
。
ゲ
ー

ム
理
論
と
公
共
政
策
・
国
際
関

係
の
間
に
橋
を
架
け
る
意
欲

的
な
書
で
あ
る
。

『
政
策
研
究
の
た
め
の
ゲ
ー

ム
の
理
論
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
２
０
１
１
年
11
月
刊
　

４
０
０
０
円
＋
税

　
な
お
、
竹
内
さ
ん
は
昨
年

か
ら
今
年
に
か
け
て
、
編
者

と
し
て
も
図
書
を
２
冊
出
版

さ
れ
て
い
る
。

 

・
編
著
『
日
米
同
盟
論
―
歴

史
・
機
能
・
周
辺
諸
国

の
視
点
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
２
０
１
１
年
11
月
刊
、

７
３
５
０
円

 

・
編
著
『
現
代
国
際
関
係
入

門
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

 

２
０
１
２
年
4
月
刊
、

３
６
７
５
円
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せ
て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
時
に
は

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
も
楽
し
み

ま
す
。
６
時
半
か
ら
ラ
ジ
オ
体

操
が
終
わ
る
と
帰
宅
，
こ
ん
な

生
活
が
今
年
の
７
月
で
丸
10
年

に
な
り
ま
す
。

　
今
回
、
理
解
が
深
ま
る
こ
と

に
よ
り
，
マ
ラ
ソ
ン
の
藤
原
新

選
手
が
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
を
意

識
し
た
練
習
を
し
て
い
る
旨
を

知
る
と
、
私
も
平
凡
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
連
続
で
す
が
、
わ
が

身
も
分
子
レ
ベ
ル
の
変
化
で
体

を
動
か
し
て
い
る
こ
と
に
思
い

を
馳
せ
、
寒
い
朝
も
ル
ン
ル
ン

と
は
い
か
な
い
迄
も
、
軽
や
か

な
足
運
び
と
な
り
ま
す
。
間
も

な
く
後
期
高
齢
者
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
老
い
る
こ
と
を
願
う
こ
の

頃
で
す
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
安
全
な
利
用
に
つ
い
て

●
パ
ス
ワ
ー
ド
は
推
測
さ
れ
に
く
い
も
の
を
選
ぶ
。

●
自
分
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
設
定
を
管
理
す
る
。

●
む
や
み
に
「
友
達
」
を
増
や
さ
な
い
。

●
ア
プ
リ
の
利
用
は
慎
重
に
。

●
自
分
で
使
い
方
を
調
べ
る
よ
う
に
す
る
。

「平清盛」神戸ゆかりの地を訪ねます

秋 の 文 化 交 流 会

歴史クルーズ船「浪漫号」
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ド
イ
ツ
語
を
専
攻
し

 

ド
イ
ツ
へ

　
私
は
昭
和
54
年
慶
応
大
独

語
・
独
文
学
科
を
卒
業
後
、
ド

イ
ツ
赴
任
を
希
望
し
郵
船
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
社
に
入
社
。
願
い

が
叶
い
昭
和
59
年
に
デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ
に
赴
任
し
た
。

　
ド
イ
ツ
の
冬
は
長
く
辛
い
。

夕
方
４
時
に
は
真
暗
に
な
り
、

加
え
て
天
気
も
悪
い
。
の
ん
び

り
と
観
光
と
い
う
環
境
で
は
な

い
が
、
私
の
よ
う
な
オ
ペ
ラ

好
き
に
は
堪
ら
な
い
季
節
だ
。

お
気
に
入
り
の
歌
手
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
調
べ
て
、
週
末
に

な
る
と
欧
州
あ
ち
こ
ち
の
オ
ペ

ラ
ハ
ウ
ス
に
出
か
け
た
。

　
ネ
ッ
ト
予
約
の
な
い
時
代
、

ス
タ
ー
歌
手
出
演
演
目
の
チ

ケ
ッ
ト
入
手
は
困
難
を
極
め
た

が
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
全
盛
期
の

パ
ヴ
ァ
ロ
ッ
テ
ィ
の
「
ボ
エ
ー

ム
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
大
変
幸
運
で
あ
っ
た
。

ベ
ル
リ
ン
の
壁

　
私
は
約
５
年
半
ド
イ
ツ
に
滞

在
し
た
。
仕
事
の
関
係
で
、
当

時
東
ベ
ル
リ
ン
に
あ
っ
た
東
独

日
本
大
使
館
に
よ
く
出
か
け

た
。
日
本
大
使
館
は
、
ブ
ラ
ン

デ
ン
ブ
ル
ク
門
か
ら
徒
歩
５
分

程
度
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
が
、

当
時
こ
の
門
は
東
独
兵
士
に

よ
っ
て
封
鎖
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
為
、
市
内
２
ヶ
所
の
国
境
税

関
ま
で
出
向
き
東
独
へ
の
入
国

手
続
き
を
行
う
の
だ
が
、
そ
れ

だ
け
で
半
日
が
か
り
の
大
仕
事

だ
っ
た
。

　
入
国
手
続
き
を
終
了
し
て
街

に
出
る
と
、
ま
ず
ソ
連
風
の
無

骨
で
セ
ン
ス
の
な
い
建
築
物
が

目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
車
道

で
は
東
独
製
の
ポ
ン
コ
ツ
車
ト

ラ
バ
ン
ト
が
走
り
、
歩
道
を
見

る
と
北
朝
鮮
風
の
軍
服
を
着
た

東
洋
人
が
闊
歩
し
て
い
た
。

仕
事
を
終
え
、
東
ベ
ル
リ
ン
か

ら
西
ベ
ル
リ
ン
に
戻
る
と
き
に

は
、
国
境
駅
の
免
税
店
で
紙
巻

き
た
ば
こ
「
マ
ー
ル
ボ
ロ
」
を

買
う
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。

　
そ
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
も
89
年

11
月
に
崩
壊
し
た
。
崩
壊
後
、

東
ベ
ル
リ
ン
の
ソ
連
風
の
主
要

建
築
物
は
殆
ど
が
撤
去
さ
れ
、

か
つ
て
の
く
す
ん
だ
古
都
の
面

影
は
現
在
全
く
残
っ
て
い
な
い

が
、
旧
国
境
税
関
建
物
は
旧
東

独
の
遺
構
と
し
て
、
ト
レ
ー
ネ

ン
パ
ラ
ス
ト（
涙
宮
）の
名
前
で

今
日
も
残
さ
れ
て
い
る
。

帰
国
後
も
日
本
と

 

 
ヨ
�
ロ
�
パ
を
往
復

　
平
成
２
年
、
本
社
帰
任
後
ま

ず
大
手
電
機
会
社
の
ド
イ
ツ
半

導
体
工
場
建
設
関
係
の
作
業
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
と
な

り
、
日
本
と
ド
イ
ツ
を
往
復
す

る
生
活
が
し
ば
ら
く
続
い
た
。

　
当
時
の
日
本
は
、
世
界
に
冠

た
る
半
導
体
先
進
国
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
半
導
体
不
況
で

状
況
は
一
変
し
、
大
手
の
電
機

会
社
も
ド
イ
ツ
の
半
導
体
生
産

か
ら
撤
退
し
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
後
は
海
外
取
引
先
を
統

括
す
る
部
門
に
配
属
さ
れ
、
海

外
の
未
収
債
権
回
収
に
忙
殺
さ

れ
た
。
未
収
債
権
回
収
と
い
う

の
は
大
変
な
仕
事
だ
が
、
お
金

の
支
払
い
に
は
各
国
の
国
民
性

が
如
実
に
現
れ
る
の
が
興
味
深

い
。
債
権
回
収
に
手
こ
ず
っ

た
国
は
、
イ
ン
ド
、
ト
ル
コ
、

韓
国
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ス
イ
ス
人
が

意
外
と
金
払
い
が
悪
く
、
定
期

的
な
出
張
が
欠
か
せ
な
い
国
と

な
っ
た
。

現
在
は
サ
ン
デ
�
毎
日
�

 

ブ
ロ
グ
も
始
め
る

　
６
年
前
に
郵
船
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
社
を
退
社
し
、
現
在
は
サ

ン
デ
ー
毎
日
の
日
々
を
送
っ
て

い
る
が
、
か
つ
て
訪
れ
た
懐
か

し
い
国
々
を
時
間
を
か
け
て

ゆ
っ
く
り
と
回
っ
て
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。
昨
年
末
に
ブ
ロ

グ
「
無
憂
宮
の
騎
士
」
を
始
め

た
。
音
楽･

美
術
関
連
の
記
事

を
中
心
に
掲
載
し
て
い
る
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
訪

問
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

あ
る
。

市
の
花
が

 

桜
に
な
り
ま
し
た

　
最
近
、市
の
花
が
「
さ
く
ら
」

と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
旧
上
田

市
で
は
市
の
木
は
イ
チ
イ
、
市

の
花
は
ツ
ツ
ジ
で
し
た
。
ど
う

し
て
今
？
　
な
ぜ
桜
な
の
で

し
ょ
う
か
？

　
桜
は
上
田
に
限
ら
ず
日
本
各

地
そ
れ
ぞ
れ
に
名
所
や
銘
木
が

伝
え
ら
れ
、
国
花
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
「
さ
く
ら
」
を

上
田
市
が
独
占
し
て
し
ま
っ
て

良
い
の
か
と
い
う
思
い
に
か
ら

れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
近
年
、
上
田
城
址

の
「
千
本
桜
」
や
市
内
の
桜
の

名
所
が
脚
光
を
浴
び
て
き
ま
し

た
。
さ
く
ら
が
市
花
に
な
っ
た

の
は
、
さ
く
ら
が
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
花
と
認
識
さ
れ
て

き
た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。

市
章
も
桜
を
イ
メ
�
ジ

　
ま
た
、
合
併
し
た
新
生
上
田

市
は
平
成
18
年
告
示
第
一
号

で
「
元
気
で
前
向
き
に
歩
む

市
民
の
姿
」
と
し
て
、
桜
の

花
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
市
章
を

定
め
ま
し
た（
図
１
）。
な
お
、

旧
上
田
市
の
市
章
も
桜
花
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た(

図
２)

。

と
こ
ろ
で
、
母
校
の
制
帽
の
側

章
も
桜
を
形
取
っ
て
い
ま
す

（
母
校
体
育
館
西
壁
面
参
照
）。

　
こ
の
様
に
昔
か
ら
上
田
で
も

桜
が
身
近
な
存
在
だ
っ
た
の
で

す
。「
さ
く
ら
」
が
市
花
に
制

定
さ
れ
た
か
ら
に
は
市
民
そ
れ

ぞ
れ
が
桜
を
中
心
に
、
郷
土
形

成
や
都
市
計
画
推
進
に
環
境
を

整
備
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

（
同
窓
会
本
部
会
報
委
員
会
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上田と桜上田と桜

図1 四葉のクローバーを背景に
   桜の花をイメージした新市章

図2 「桜花に上田」の
    旧市章
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